
 

市
長
／
２
０
１
７
年
の
登
録
に
向
け

 　
　
　

て
取
り
組
む

 

再
度
申
請
す
る
に
あ
た
り
ど
の

 

よ
う
な
申
請
に
す
る
考
え
か

世界記憶遺産内
園　
世
界
記
憶
遺
産
登
録

を
目
指
し
て
い
た
「
知
覧
か

ら
の
手
紙
、知
覧
特
攻
遺
書
」

は
国
内
候
補
か
ら
外
れ
た
。

申
請
す
る
か
ら
に
は
、
一
方

側
か
ら
だ
け
の
見
方
で
は
な

く
、
他
の
視
点
か
ら
見
て
も

共
感
を
呼
ぶ
よ
う
な
ま
と
め

方
、
出
し
方
が
重
要
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
再
度
申
請
す

る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

市
長　
今
回
の
審
査
結
果
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
有
識
者

や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
を

聞
き
、
申
請
内
容
を
検
討
し

資
料
の
劣
化
防
止
対
策
や
保

存
管
理
計
画
策
定
を
行
い
、

２
０
１
７
年
の
登
録
に
向
け

て
取
り
組
む
。

内
園　
施
政
方
針
で
「
快
適

な
住
環
境
を
維
持
す
る
た
め

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
網
戸

南九州議会だより　第28号　一般質問　❽

の
な
い
川
辺
地
域
17
戸
・
頴

娃
地
域
６
戸
の
住
宅
等
へ
の

対
応
を
問
う
。

市
長　
現
在
、
網
戸
の
な
い

市
営
住
宅
は
、
既
に
耐
用
年

数
が
超
過
し
て
い
る
。
新

た
な
器
具
等
の
設
置
は
行
わ

ず
、
既
存
の
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
る
。
し
か

し
、
地
球
温
暖
化
な
ど
住
宅

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や

入
居
者
の
身
体
的
負
担
を
考

慮
し
、
要
望
が
あ
れ
ば
設
置

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
川
内
原
子
力
発
電
所
再
稼
動

網戸のない市営住宅

内園　知恵子　議員

網
戸
の
な
い
市
営
住
宅
等

の
対
応
を
問
う

市
長
／
要
望
が
あ
れ
ば
設

　
　
　

置
し
て
い
る

市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
一 般 質 問一 般 質 問
12人が登壇

議会会議録はここで
見れます
◎校区・地区公民館
◎市立図書館
◎ホームページ（南九州市）



❾　南九州議会だより　第28号　一般質問

 

市
長
／
国
県
等
の
有
利
な
助
成
制
度

 　
　
　

な
ど
情
報
提
供
す
る

 

新
商
品
開
発
に

 

　
　
支
援
す
る
考
え
は

仏壇振興西　
本
市
の
仏
壇
産
業
は
、

需
要
の
低
迷
や
外
国
部
品
使

用
に
よ
る
対
外
的
な
競
争
力

の
低
下
な
ど
で
、
現
在
最
も

低
迷
し
て
お
り
危
機
的
状
況

で
あ
る
。
そ
こ
で
７
工
程
で

新
商
品
開
発
等
を
持
続
的
に

支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
新
商
品
開
発
支
援
に

つ
い
て
は
、
新
商
品
販
路
開

拓
・
開
発
支
援
事
業
や
仏
壇

技
術
を
駆
使
し
た
新
商
品
開

発
な
ど
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
仏
壇
販
路
対
策
支
援
事

業
補
助
金
の
活
用
や
国
・
県

等
の
有
利
な
助
成
制
度
な
ど

の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行

う
。

西　
現
在
国
は
、
漢
方
薬
の

原
材
料
と
な
る
薬
用
植
物
の

国
内
生
産
拡
大
に
向
け
て

第７回南九州市工芸品創作技術コンクールの作品

市道沿いの危険家屋

 市長／取り壊しに対する支援は
 　　　考えていない

 解体費を支援する考え
 は

空
き
家
対
策

加
治
佐　
平
成
21
年
に
空
き

家
の
実
態
調
査
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
に
取
り
組

ん
だ
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

は
じ
め
と
す
る
対
策
等
に
つ

い
て
実
績
を
示
せ
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
取
り
壊

す
必
要
の
あ
る
空
き
家
対
策

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
取
り
壊
し
に
対
す
る

支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

平
成
22
年
度
か
ら

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を

設
け
、
こ
れ
ま
で
63
件
の
登

録
が
あ
り
、
取
引
成
立
件
数

は
売
買
が
25
件
、
賃
貸
が
19

件
、
計
44
件
、
現
在
交
渉
中

が
４
件
と
な
っ
て
い
る
。
老

朽
化
し
取
り
壊
す
必
要
の
あ

る
空
き
家
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
国

の
「
空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
案
」
の
成
立
や
県
の
取
り

組
み
内
容
な
ど
注
視
し
な
が

ら
、
実
効
性
の
あ
る
制
度
を

検
討
し
、
空
き
家
の
管
理
条

例
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
、
そ
の
中
で
取
り
壊
し

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
取
り
壊

し
に
対
す
る
支
援
は
考
え
て

い
な
い
。

取
り
組
ん
で
い
る
。
漢
方
薬

の
８
割
は
中
国
産
で
あ
り
、

良
質
な
国
産
薬
草
が
不
可
欠

で
、
薬
草
の
種
類
に
よ
っ
て

は
労
力
も
軽
微
で
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
や
耕
作
放
棄

地
防
止
に
も
繋
が
る
こ
と
か

ら
、
作
付
け
を
推
進
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　
生
薬
の
輸
入
価
格
は

上
昇
し
て
お
り
、
耕
作
放
棄

地
の
活
用
や
中
山
間
地
の
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

加治佐　民生　議員

西　次雄　議員

薬
用
植
物
の
作
付
け
推
進

の
考
え
は

市
長
／
関
係
機
関
と
協
議

　
　
　

し
な
が
ら
検
討
し

　
　
　

た
い
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市
長
／
26
年
度
以
降
は
行
わ
な
い

 
支
援
事
業
の
現
状
と

 
　
　
　
今
後
の
対
応
は

太陽光発電東　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
施

設
の
設
置
、稼
動
の
状
況
は
。

市
長　
国
県
の
支
援
に
加
え

本
市
の
支
援
事
業
に
よ
る
シ

ス
テ
ム
設
置
状
況
は
、
平
成

23
年
度
84
件
、
24
年
度
１
５

１
件
、
25
年
度
１
５
３
件
、

３
カ
年
で
３
９
４
件
、
容
量

は
約
２
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
。
ま
た
、
26
年
度
７
月
現

在
で
48
件
合
わ
せ
て
４
４
２

件
で
容
量
は
約
２
３
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
稼
動
状
況

は
、
３
カ
年
の
３
９
４
件
の

公
称
最
大
出
力
数
は
、
約

２
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
設

置
個
所
及
び
気
象
条
件
等
を

考
慮
し
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

り
年
間
発
電
量
を
１
０
０
０

田
畑　
ラ
ジ
オ
の
難
聴
地
域

が
み
ら
れ
る
が
、
実
情
を
把

握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
今

後
解
消
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

市
長　
日
常
の
生
活
や
災
害

等
に
よ
る
停
電
時
な
ど
、
ラ

ジ
オ
放
送
は
、
情
報
の
取
得

の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
仮
定
、
市
全

体
で
は
年
間
２
０
０
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
が
発
電
さ
れ
、
一
般

家
庭
約
３
９
４
世
帯
の
一
年

間
の
電
気
量
に
相
当
す
る
と

推
計
し
て
い
る
。

東　
本
市
の
導
入
支
援
事
業

の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

市
長　
支
援
事
業
額
は
、
平

住宅用太陽光発電

　

市
内
全
域
の
状
況
ま
で
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
災
害

時
に
お
け
る
非
難
予
定
の
場

所
65
カ
所
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
る
。
調
査
の
結
果
は
、

す
べ
て
放
送
が
受
信
で
き
る

が
、
一
部
放
送
が
聞
き
づ
ら

い
所
が
あ
る
。

　

市
と
し
て
も
地
域
一
帯
の

難
聴
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、
必
要
に
よ
り
放
送
局
等

に
、
改
善
に
向
け
た
技
術
的

な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 市長／放送局等に対応をお願い
 　　　したい

 ラジオの難聴対策につ
 いて

難
聴
対
策

東　兼喜　議員

成
23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で

の
３
カ
年
は
、
３
９
４
件

で
補
助
金
４
５
９
１
万
５
千

円
。
今
年
度
は
７
月
末
現
在

で
、48
件
５
５
０
万
２
千
円
。

合
計
で
４
４
２
件
、
５
１
４

１
万
７
千
円
交
付
し
て
い

る
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
国
の
制
度
に
連
動
す
る

制
度
で
あ
り
、
平
成
26
年
３

月
末
受
付
分
で
終
了
す
る
た

め
、
本
市
も
受
付
を
行
わ
な

い
こ
と
と
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

〇
図
書
館
運
営

田畑　浩一郎　議員



⓫　南九州議会だより　第28号　一般質問

 

市
長
／
89
億
４
千
万
円
程
度

 

想
定
さ
れ
る

 

　
　
　
影
響
額
を
示
せ

ＴＰＰ亀
甲　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
農
産

５
品
目
が
結
果
的
に
関
税
撤

廃
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に

想
定
さ
れ
る
影
響
は
。

市
長　
平
成
25
年
度
ベ
ー
ス

で
試
算
す
る
と
89
億
４
千
万

円
程
度
と
な
る
見
込
み
。
国

益
を
損
な
う
よ
う
な
交
渉
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
交
渉

か
ら
脱
退
す
る
よ
う
関
係
機

関
・
団
体
と
と
も
に
強
く
要

望
を
続
け
た
い
。

亀
甲　
地
方
自
治
法
第
２
１

０
条
で
は
、
「
収
入
支
出
は

す
べ
て
こ
れ
を
歳
入
歳
出
予

算
に
編
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
学
校
給
食
費
は
、
市
の

予
算
に
計
上
さ
れ
ず
、
私
会

計
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
私

会
計
で
行
う
必
要
が
あ
る
か

見
解
を
示
せ
。

影響が懸念される米作

 市長／検討する必要があると考
 　　　える

 市民後見推進事業に
 取り組む考えは

高
齢
者
福
祉

吉
永　
「
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
中
で
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
連
携
を
促
進
し
、
よ
り
充

実
し
た
支
援
体
制
づ
く
り
を

進
め
る
」
と
施
政
方
針
で
述

べ
て
い
る
。
市
民
後
見
推
進

事
業
に
取
り
組
む
考
え
は
。

市
長　
認
知
症
高
齢
者
や
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加

に
伴
い
、
成
年
後
見
制
度
の

必
要
性
は
一
層
高
ま
っ
て
お

り
そ
の
需
要
は
増
大
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
地
域
の

実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、
事

業
へ
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

吉
永　
市
民
後
見
推
進
事
業

検
討
委
員
会
等
を
設
置
し
て

取
り
組
む
考
え
は
。

今後、親族等による成年後見の困難な者が増加するものと見込まれ、介護サービス利用契約の支援などを

中心に、成年後見の担い手として市民の役割が強まると考えられることから、市町村は、市民後見人を育成し、

その活用を図ることなどによって高齢者の権利擁護を推進する。

※１ 「認知症高齢者の日常生活自立支援度Ⅱ以上」の高齢者の推計 280万人（平成22年）→ 470万人（平成37年）

※２ 成年後見関係事件の申立件数は年々増加傾向 30,079件（平成22年）→ 31,402件（平成23年）→ 34,689件（平成24年）

そのうち首長申立の件数 3,108件（平成22年）→ 3,680件（平成23年）→      4,543件（平成24年）

市
民
後
見
人

⑥支援（専門職による相談等の支援）

家庭裁判所

市 町 村

④推薦（候補者の推薦）

⑤市民後見
人の選任

（市民後見人を活用した取組例のイメージ）

本

人

（認
知
症
高
齢
者
）

後
見
等
業
務

実施機関

①委託

③登録（研修修了
者の名簿送付）

②研修（市民後見人養成研修の実施）

市民後見人の育成及び活用

市民後見人を活用した取組例のイメージ

市
長　
地
域
の
後
見
ニ
ー
ズ

等
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
専
門
職
や
各
団
体
と

連
携
を
図
り
、
地
域
に
あ
っ

た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
後
見
実
施
機

関
を
設
置
す
る
こ
と
も
必
要

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
検

討
委
員
会
等
に
お
い
て
も
今

後
、
各
関
係
団
体
や
専
門
職

の
意
見
を
聞
き
検
討
し
て
い

く
。

市
長　
私
会
計
に
よ
る
給
食

物
資
の
発
注
、
契
約
事
務
等

の
簡
素
化
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
運
用

し
て
い
る
私
会
計
で
管
理
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

吉永　賢三　議員

亀甲　俊博　議員

給
食
費
会
計
の
見
解
は

 

市
長
／
私
会
計
で
管
理
し

 　
　
　

て
い
く
。



南九州議会だより　第28号　一般質問　⓬

 

市
長
／
今
は
検
討
し
て
い
な
い

 
建
設
場
所
の
検
討
は

本庁舎建設竹
迫　
庁
舎
建
設
の
た
め
基

金
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
る

が
、
白
紙
状
態
で
あ
る
建
設

場
所
の
検
討
に
入
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　
新
庁
舎
の
建
設
は
将

来
に
お
い
て
は
必
要
な
こ
と

と
判
断
し
て
い
る
。
現
在
、

進
め
て
い
る
各
庁
舎
の
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
延
命
化

を
図
り
、
そ
の
後
規
模
や
用

地
の
検
討
、
財
源
確
保
、
市

民
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

建
設
の
目
途
を
約
15
年
後

と
し
て
い
る
が
、
位
置
の
検

討
は
し
て
い
な
い
。
平
成
40

年
の
建
設
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
か

蓮
子　
子
育
て
世
代
の
住
民

が
土
地
を
求
め
や
す
い
よ
う

に
、
空
き
地
と
な
っ
て
い
る

市
有
地
を
分
譲
す
る
考
え
は
。

市
長　
市
有
財
産
の
中
に
は

行
政
目
的
が
喪
失
し
、
利
用

計
画
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い

土
地
、
長
期
に
わ
た
っ
て
事

業
着
手
が
な
さ
れ
て
い
な
い

土
地
な
ど
が
数
多
く
あ
る
。

ら
の
次
期
総
合
計
画
の
中
で

場
所
の
検
討
に
入
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

竹
迫　
個
人
的
に
は
本
市
の

地
理
的
中
心
に
近
く
、
南
薩

縦
貫
道
も
近
く
を
通
り
、
面

積
も
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
、

現在の知覧庁舎

　

南
九
州
市
市
有
財
産
活
用

等
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

お
り
、
公
有
財
産
の
処
分
等

に
つ
い
て
財
源
確
保
を
図
ろ

う
と
審
議
し
て
い
る
。
設
置

し
た
当
時
と
は
情
勢
変
化
も

あ
る
た
め
、
再
度
協
議
し
た

い
。

　
蓮
子　
合
併
後
、
想
像
を
超

え
る
速
さ
で
進
ん
で
い
る
人

口
減
少
に
対
す
る
施
策
を
示

せ
。

市
長　
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
総
合
計
画
基
本
計
画
に

お
い
て
「
移
住
・
定
住
促
進

対
策
」
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
掲
げ
、
６
施
策
を
総
合

的
に
展
開
し
全
庁
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
打

開
策
を
見
出
す
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

　

各
施
策
を
連
携
さ
せ
長
期

的
視
点
か
ら
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

 市長／再度協議を行いたい

 分譲する考えは市
有
地

利用されていない市有地

現
在
茶
業
課
が
設
置
さ
れ
て

い
る
知
覧
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
敷
地
が
適
地
と
思
う
が

ど
う
か
。

市
長　
候
補
地
の
一
つ
と
位

置
づ
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

〇
知
覧
小
学
校
の
太
陽
光
発
電

竹迫　毅　議員

蓮子　幹夫　議員

人
口
減
少
に
対
す
る
施
策

を
示
せ

 

市
長
／
継
続
的
に
取
り
組

　
　
　

 

む



⓭　南九州議会だより　第28号　一般質問

インターネットを利用する小学生

 教育長／フィルタリングや家庭内
 　　　　ルールを設けるよう指導

 青少年のインターネット
 依存対策は

ネ
ッ
ト
依
存

蔵
元　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
が
進
む
中
、
青
少
年
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依

存
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
現
状
と
今
後
の
対
策
を

問
う
。

教
育
長　
平
成
25
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
よ

る
と
、
一
日
に
４
時
間
以
上

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
い
る
本
市
の
小
学
校
６
年

生
の
割
合
は
０
％
、
同
じ
く

中
学
３
年
生
の
割
合
は
3.7
％

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
に

お
け
る
６
年
生
の
割
合
が

3.0
％
、
中
学
３
年
生
の
割
合

が
9.5
％
で
あ
り
、
数
値
的
に

は
本
市
の
子
供
た
ち
の
利
用

率
は
低
い
。し
か
し
な
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
る

環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
教
育
委
員
会
が

作
成
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
安
全
な
利
用
の
仕
方
を
示

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
映
像

資
料
な
ど
で
指
導
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
保
護
者
に
対

し
て
も
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

重
要
性
や
利
用
時
間
の
家
庭

内
ル
ー
ル
を
設
け
る
な
ど
、

理
解
と
啓
発
を
推
進
し
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
市
道
管
理

蔵元　慎一　議員

 

市
長
／
各
種
施
策
を
実
施
し
管
理
機

 　
　
　

能
の
一
元
化
を
図
っ
て
い
く

 

所
得
向
上
対
策
と

 

　
組
織
再
編
計
画
を
示
せ

農業振興伊
瀬
知　
本
市
は
、
南
の
食

料
供
給
基
地
と
位
置
付
け
て

い
る
が
、
農
業
の
生
産
、

流
通
、
雇
用
強
化
を
図
り
所

得
向
上
対
策
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
い
る

か
。

市
長　
就
農
後
の
経
営
安
定

支
援
に
努
め
、
農
地
の
集
積

集
約
化
を
図
り
、
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
販
売
体
制
を
確

立
し
な
が
ら
、
雇
用
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
の
支
援
制
度

の
農
の
雇
用
事
業
に
よ
り
就

農
促
進
を
図
る
。

伊
瀬
知　
27
年
度
か
ら
第
２

次
組
織
機
構
再
編
計
画
で
の

農
林
部
の
組
織
体
制
は
ど
の

よ
う
に
な
る
計
画
か
。

市
長　
農
林
水
産
部
に
お
い

て
も
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
・

効
率
化
に
努
め
、
総
合
支

所
方
式
の
弊
害
と
し
て
懸
念

6次産業化に取り組む事業所

さ
れ
る
組
織
の
肥
大
化
に
よ

る
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、

課
・
係
の
統
廃
合
を
進
め
て

い
き
、
本
課
へ
の
集
約
に
よ

る
指
揮
命
令
系
統
や
管
理
機

能
の
一
元
化
の
確
立
を
図
っ

て
い
く
。

伊瀬知　正人　議員
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教
育
長
／
設
定
率
１
０
０
％
を
目
指

 　
　
　
　

し
て
進
め
て
い
く

 
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
を

 
含
め
た
対
応
は

スマートフォン深
町　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
急
速
に
増
加
し
、
平
成

25
年
の
児
童
生
徒
の
所
持
率

は
県
教
育
委
員
会
の
資
料
に

よ
る
と
前
年
の
1.5
倍
に
急
増

し
て
い
る
が
、
本
市
の
現
状

は
ど
う
か
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト

依
存
の
危
険
性
か
ら
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
設
定
を
含
め
た
対
応
を

問
う
。

教
育
長　
本
市
に
お
け
る
携

帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
所
持
率
は
年
々
確
実
に
増

加
し
て
い
る
。
今
や
、
ネ
ッ

ト
依
存
が
問
題
化
し
て
い
る

と
と
も
に
、
子
供
た
ち
が
巻

き
込
ま
れ
る
事
件
・
事
故
等

も
多
発
し
て
い
る
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
生
産
・
流

フィルタリングの方式

通
し
続
け
る
有
害
情
報
を
排

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
極
め

て
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
そ

の
設
定
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
に
携
帯
電
話
を
所
持
さ
せ

る
保
護
者
の
責
任
に
お
い

て
、
設
定
率
１
０
０
％
を
目

指
し
た
理
解
と
啓
発
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

深町　幸子　議員

傍聴してみませんか。

議会を

傍聴してみませんか。

議会を

次の議会は 12月2日（火）開会予定
“手続き簡単”本館2階で住所・氏名を書くだけ

  12月定例会
１１月２５日　　議会運営委員会
１２月　２日　　本会議（委員会付託・一般質問）
１２月　３日　　本会議（一般質問）
１２月　４日　　本会議（一般質問）
１２月　５日　　常任委員会
１２月１２日　　本会議（補正採決）


